



A Study on Consensus Making for Regional Problems 
Using Simulation Games 
Naoki SAKAKIBARA 
Abstract 
In this study, we created a simulation game on the theme of local issues where you can experience the positions of 
various stakeholders. The game is a web-based application that can be played by multiple players over the Internet. 
300 high school students played the game. After the game, we conducted a questionnaire survey to see if they were 
interested in local issues. Analysis of the results showed a statistically significant difference. The players understood the 
local issues and sympathized. The purpose of this game was to understand the management of local governments and the 
structure of local councils. The rules and scenarios were taken into consideration, as they did not lead to specific policies. 
These considerations had an effect, and the preference for the policy could be less changed before and after the game.  
The game system had no problem in operation even when 300 people played at the same time. However, usability still 
has problems. 
In the future, based on this research, we will further add the needs of educational sites and aim to create and disseminate 
apps with higher educational effects. 
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➢ また学校等で実施する場合、授業時間の関係で中高校では 2 コマ、大学等では 1 コ
マに相当する 90～100 分以内で終了することを目指した。





























































































表 3 ゲームシステムの概要 
サーバー OS：Ubuntu 18.04LTS、メモリ：8GB、CPU：6 コア、SSD：50GB 
サーバーサイドプログラム Ruby on Rails 5 ＋ MySQL 










の協力を得て、高校 1 年生 302 人を対象に、実証実験をおこなった。実験は地域の未来を考える特別











ゲームの前後に 5 件法による７項目の設問と 4 項目の自由回答のアンケートを実施した。参加者 302
名のうち、229 名から有効な回答を得た。設問は 2 つに大別され、１から４は政治参加に対する意識
に関するものであり、測定尺度として、金(2)が検討した内的政治的有効性感覚と外的政治的有効性感











5．あなたは 経済 ＜－＞ 自然環境 のどちらを重要視しますか？ 
6．あなたは 経済 ＜－＞ 暮らし のどちらを重要視しますか？ 
7．あなたは 自然環境 ＜－＞ 暮らし のどちらを重要視しますか？ 
（２） 政治参加に関する質問の結果 
設問 1 から 4 の回答結果は、加野(2018)が大学生に対するシチズンシップ教育の効果を測定した先
行研究を参考に政治的有効性感覚の分析を行った(3)。 
内的政治的有効感覚は自分が政治に影響を及ぼしうる信念とされており、外的政治的有効感覚は、
政府は自分の政治的働きかけに応えるだろうという信念とされている(4)である。それぞれ設問 1 と 2、
3 と 4 の回答を「そう思う」を 1 点、「そう思わない」を 5 点とする 5 件法で求め、それらを合計した
値に対して検討をおこなった。 
表 4 結果 
  実施前 実施後 
 中央値 5.00 6.00 
内的政治的有効性感覚 平均値 4.68 6.32 
 標準偏差 1.86 2.03 
 α係数 0.48 0.53 
 中央値 6.00 8.00 
外的政治的有効性感覚 平均値 6.02 7.41 
 標準偏差 2.10 2.12 






有意水準 5%で両側検定の t 検定をおこなったところ、内的政治的有効性感覚は t (228) = 11.92, **p 










重要視する政策課題についても有意水準 5%で両側検定の t 検定をおこなったところ、5 から 7 の
設問は、それぞれ設問 5 が t (228) = 0.11, p = 0.91、設問 6 が t (228) = 0.38, p = 0.70，設問 7 が t (228) = 







自由記述回答で得られた文章（参加者 302 名中、有効回答数 291）から回答毎にテキストマイニング
をおこない、抽出語から共起ネットワーク図を作成して内容の要約をおこなった。なお分析用ソフト





自由回答 設問 1：これまでの財政運営について 
財政運営についてどのような配慮をして、ゲームをおこなったかについて問うた。 
 











自由回答 設問 2：政策判断の基準について 
次に実際に政策を選択する際に、どのような基準で判断したかを問うた。 
 
















自由回答 設問 3：今後の財政運営で大切にしていきたいこと 
次にゲームを通じて学んだこととして、今後の財政運営で大切にしていきたいことを問うた。 
 






















自由回答 設問 4：目指したいまちのビジョン 
最後に、将来的に自分たちのまちを、どのようしていきたいかのビジョンを問うた。 
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